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復興へ

急上昇中！！
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新年のごあいさつ

新地町長　

加藤　憲郎

時代の変化をとらえ

町民の生活向上へ

て
お
り
ま
す
。

　

常
磐
自
動
車
道
も
全
線
開
通
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
も
仙
台
圏
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
通
勤
・
通
学
の

利
便
性
が
著
し
く
向
上
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
、
新
地
駅
を
中
心
と
し
て
周
辺
に
は
、

ホ
テ
ル
、
温
浴
施
設
、
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整
備

し
て
参
り
ま
す
が
、
駅
が
に
ぎ
や
か
で
、
活
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
玄
関
口
と
な
り
、「
住
ん
で

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
生
活
向
上
の
要
と
な
る
教
育
、
福
祉
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
も
停
滞
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
み
、
時
代
の
変
化
を
的
確
に
と
ら

え
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
開
か
れ

た
町
政
に
行
政
の
責
任
者
と
し
て
総
力
を
注
い
で
参

り
ま
す
。

　

震
災
か
ら
こ
れ
ま
で
、
復
興
・
再
生
に
向
け
着
実

に
前
進
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年

が
健
や
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
29
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か

ら
、
早
い
も
の
で
５
年
９
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
自

治
体
お
よ
び
各
企
業
等
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
復
興
事
業
を
進
め
て
参
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
10
日
に
、
待
ち
望
ん
だ
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
（
相
馬

―
浜
吉
田
駅
間
）
が
再
開
通
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
安
倍
首
相
を
は
じ

め
と
し
た
来
賓
を
迎
え
、
賑
や
か
に
運
転
再
開
の
記

念
式
典
を
開
催
で
き
た
こ
と
で
復
興
が
確
実
に
進
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

町
は
将
来
の
展
望
と
方
向
性
を
示
す
「
新
地
町
第

５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
及
び
「
新
地
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

人
口
８
，
７
０
０
人
を
目
標
に
昨
年
４
月
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
運
転
再
開
を
新
し
い

「
し
ん
ち
」
を
つ
く
る
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
考
え
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平成 29 年

新地町議会議長　

菊地　正文

復興推進と細やかな

行政を着実に

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
各
種
の
復
興
事
業
が
計
画
的
に
進
め

ら
れ
、
新
地
駅
周
辺
の
市
街
地
整
備
事
業
で
は
、
新

た
な
町
の
拠
点
と
し
て
、
宿
泊
施
設
、
温
浴
施
設
、

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、相
馬
港
４
号
埠
頭
で
は
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

の
受
入
れ
基
地
建
設
計
画
も
進
め
ら
れ
、
復
興
と
産

業
振
興
へ
の
期
待
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
12
月
10
日
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
（
相
馬
―
浜
吉
田
間
）
が
運
転
を
再
開
し
、
新
し

く
整
備
さ
れ
た
新
地
駅
で
は
、
多
く
の
町
民
が
手
旗

を
振
っ
て
５
年
９
カ
月
ぶ
り
の
列
車
を
出
迎
え
ま
し

た
。
新
し
い
町
づ
く
り
に
希
望
と
活
力
を
与
え
て
く

れ
る
素
晴
ら
し
い
出
来
事
で
あ
り
、
町
民
の
心
の
復

興
に
、
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
第
５
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
、

昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４
年
後
の
平
成

32
年
の
目
標
人
口
は
８
，
７
０
０
人
で
、
計
画
策
定

時
よ
り
約
４
８
０
人
増
や
す
と
し
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新

地
駅
周
辺
の
整
備
を
始
め
と
す
る
復
興
事
業
を
確
実

に
進
め
、
相
馬
港
周
辺
で
進
む
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
石
炭
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
や
今
年
３
月
ま
で
に
一
部

開
通
が
見
込
ま
れ
る
相
馬
福
島
道
路
と
常
磐
自
動
車

道
の
波
及
効
果
を
新
し
い
町
づ
く
り
に
取
り
込
み
、

そ
し
て
子
育
て
支
援
の
充
実
、
多
様
な
住
ま
い
の
提

供
、
地
域
連
携
道
路
の
整
備
な
ど
、
生
活
に
密
着
す

る
細
や
か
な
行
政
を
着
実
に
進
め
て
行
け
ば
、
結
果

は
つ
い
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
海
・
里
・
山
の
恵
ま

れ
た
資
源
を
活
か
し
つ
つ
、
将
来
に
希
望
と
誇
り
が

持
て
る
新
た
な
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
年
も
、
議

員
一
丸
と
な
り
、
町
づ
く
り
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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ＪＲ常磐線（相馬―浜吉田間）

常
磐
線
運
転
再
開

12
月
10
日

５
年
９
か
月
ぶ
り
に
新
地
へ

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
（
相
馬
―
浜
吉
田
間
）
が
12
月
10
日
、

電
車
の
運
行
が
再
開
し
、
乗
客
を
乗
せ
た
列
車
が
５

年
９
か
月
ぶ
り
に
新
地
町
を
走
り
出
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
新
地
駅
で
は
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
加
藤

憲
郎
町
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
安
倍
晋
三
首
相
、

内
堀
雅
雄
知
事
、
冨
田
哲
郎
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長
、
菊

地
正
文
議
会
議
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
、
関
係
者
ら

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
で
再
開
通
を

祝
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
２
，
０
０
０
人
が
訪
れ
、
駅
を
出
発

す
る
列
車
に
手
旗
を
振
っ
て
見
送
っ
た
他
、
商
工
会

青
年
部
に
よ
る
豚
汁
の
振
る
舞
い
や
新
地
高
校
生
に

よ
る
ワ
ッ
フ
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
配
布
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
尚
英
中
の
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
、
や
よ
さ
こ
い
ク
ラ
ブ
、
高
田
神
楽

保
存
会
に
よ
る
演
舞
で
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
運
転
再
開
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

安倍 晋三 内閣総理大臣

加藤 憲郎 新地町長

関係者の皆さまのご協力により予定
よりも早く、この再開通を迎えるこ
とができました。駅前の計画も進ん
でおり、平成 30 年春頃には新地駅前
は賑わいがある活気に満ちた駅前に
なってくると思っております。

内堀 雅雄 福島県知事

ＪＲ常磐線は浜通りの住民の生活、産
業や観光を支える交通基盤として重
要な役割を担っています。本日、こう
して再開通を迎えられましたことは
本当に喜びにたえません。福島県と宮
城県、そして東北全体の復興が更に加
速することを期待しています。

東日本大震災から５年９か月、新地
町の復興のシンボルが完成しました。
運転再開までの関係者の皆様のご努
力に敬意を表したいと思います。こ
の駅と共に町がみごとに復興し、た
くさんの皆さんがこの駅を通して新
地町を訪れることを祈念いたします。

冨田 哲郎東日本旅客鉄道株式会社
　　　　代表取締役社長

常磐線が５年９か月ぶりに運行の再
開を迎えることできました。本日多
くの方が集まり、新地駅で再開のお
祝いをしていただきましてありがと
うございます。相馬や仙台との交流
が更に拡大して、地域が元気になっ
ていくことを心待ちにしています。

菊地 正文 新地町議会議長

ＪＲ常磐線の再開通は生活交通
の復旧にとどまらず、新しいま
ちづくりに希望と活力を与えて
くれるすばらしい出来事です。
新地駅・駒ケ嶺駅共に将来にわ
たってみんなに愛される駅とな
ることをご期待申し上げます。

主
催
者
あ
い
さ
つ

来
賓
祝
辞
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切符・定期券は新地駅で

　　　　　購入しましょう！！
　切符・定期券は新地駅で購入で

きます。ぜひ、ご利用ください。

ＪＲ常磐線再開記念イベント

　

11
日
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
再
開

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新
地
駅

前
広
場
で
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

相
双
地
方
観
光
Ｄ
Ｃ
推
進
委

員
会
・
相
双
地
方
振
興
局
主
催

で
行
わ
れ
た
「
未
来
に
羽
ば
た

け
！
心
の
つ
な
が
り
」
で
は
、

チ
ー
ム
キ
ビ
タ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
新
地
小
学
校
な
ど
、
各

種
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
物
産
品

の
販
売
が
行
わ
れ
た
他
、
観
光

列
車
フ
ル
ー
テ
ィ
ア
号
お
見
送

り
や
室
屋
義
秀
氏
に
よ
る
エ
ア

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い

と
主
催
に
よ
り
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ

イ
ト
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
真
新
し
い
新
地
駅
に
彩

り
を
加
え
ま
し
た
。

　  エアーショー
で手を振る観客
　  ステージでダ
ンスを披露した新
地小３年生　　新
地町を通過したフ
ルーティア号　　
　  新地駅を彩っ
たキャンドルイル
ミネーション

　　手旗を振り運転が再開した列車を
見送る地域住民（駒ケ嶺駅）　　式典
のオープニングを務めた尚英中吹奏楽
部　　　　アトラクションで式典を盛
り上げた尚英中よさこいクラブと高田
神楽保存会の皆さん　　復興フラッグ
にサインした安倍首相

ＪＲ常磐線再開記念イベント

と
主
催
に
よ
り
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ

イ
ト
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
真
新
し
い
新
地
駅
に
彩

り
を
加
え
ま
し
た
。

　　手旗を振り運転が再開した列車を
見送る地域住民（駒ケ嶺駅）　　式典
のオープニングを務めた尚英中吹奏楽
部　　　　アトラクションで式典を盛
り上げた尚英中よさこいクラブと高田
神楽保存会の皆さん　　復興フラッグ
にサインした安倍首相

室屋氏によるエアショーや

駅前を彩ったイルミネーション

１４

３

２

５

１
２

３ ４

５

１

２

３

４ ５

１

２

３

５
４
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除雪作業にご協力ください

路上駐車があると除雪できません。
　『路上駐車』は除雪作業の妨げになります。作業

効率の低下や地域全体の迷惑となるので絶対にや

めましょう。

除雪車に近寄らないようにしましょう
　除雪車に巻き込まれると大事故になります、作

業中の安全には十分配慮しますが、除雪車には近

づかないようお願いします。

道路へ雪を出さないようにしましょう。
　きれいに除雪した道路に雪を捨てると、凍結や

不安定な走行、交通事故の原因となるので、絶対

にやめましょう。

各ご家庭の入り口に残った雪は

　　　　　　みんなで除雪しましょう
　除雪車が通った後、どうしても各ご家庭の入り

口に雪が残ってしまいます。より多くの道路を速

やかに除雪できるように、残った雪の除雪のご協

力をお願いします。

皆さんのお車の冬装備は万全ですか？
　浜通りは積雪の少ない地域ですが、冬季の積雪、

凍結時に普通タイヤでの走行は大変危険であるだ

けでなく、道路交通法違反に該当します。冬用タ

イヤかチェーンを装着して走行しましょう。

皆さんのお車の冬装備は万全ですか？皆さんのお車の冬装備は万全ですか？
　浜通りは積雪の少ない地域ですが、冬季の積雪、　浜通りは積雪の少ない地域ですが、冬季の積雪、

凍結時に普通タイヤでの走行は大変危険であるだ凍結時に普通タイヤでの走行は大変危険であるだ

けでなく、道路交通法違反に該当します。冬用タけでなく、道路交通法違反に該当します。冬用タ

◎問い合わせ

　国道 6 号　　　　　　磐城国道事務所原町維持出張所（☎㉒２５３０）

　国道１１３号・県道　福島県相双建設事務所　管理課（☎㉖１２２１）

　新地町道　　　　　　新地町役場建設課　　　　　　 （☎�２１１４）

×

×

除雪作業にご協力ください除雪作業にご協力ください

×××
　今年も冬の季節が到来しました。除雪作業を安全かつスムーズに行うため、次

のことにご協力をお願いします。



広報しんち H29.1.5（7）

SHINCHI
HIGH SCHOOL  

新地高校

新地駅再開 !! 駅カフェとキャンドルライトイルミネーション

事務所：新地町谷地小屋萩崎 74 ｰ１支援員事務所
連絡先：（☎㉜１２３７）
　　　　（fukkou@miraito.info）

新地の魅力・情報発信サイト

「新地町ノート」
（http://shinchi-note.com/）

RESTORATION
SUPPORT  復興応援隊

　新年あけましておめでとうございます。今年
も復興応援隊をどうぞよろしくお願い致しま
す。

　先月は常磐線 ( 相馬 - 浜吉田間 ) が再開通し、
記念式典をはじめ、商工会青年部によるふるま
いや新地高校生 ( しんち駅カフェ実行委員会 )
の駅カフェ、夜にはみらいとによるキャンドル
やイルミネーションが光り輝き、駅前に新たな
賑わいが生まれました。

　さて、復興応援隊では、復興のあゆみや町を
取り戻したい地域の大人たちの思いを、将来を
担う子どもたちにも知ってもらいたいと思い、

新 地 高 校 1 年 生 を
対 象 に 役 場 4 階 で
沿 岸 部 を 眺 め な が
ら、震災や復興のお
話をさせていただき

ました。その後はグループワークを実施し、生
徒たちは講師として招いた地元の方々から震災
当時のお話を聞くだけでなく、「もし自分が○
○だったら、どういう復興支援ができるか」と
いう難しいテーマについて一生懸命考えてくれ
ました。柔軟な発想力を活かしたユニークなア
イディアもたくさん出て、自分の未来を考える、
貴重な一日になったのではないかと思います。
生徒たちが大人になった時、新地町で、または
それぞれの “ まち ” でどんな活躍を見せてくれ
るのかとても楽しみです。
私たち応援隊も高校
生 の パ ワ ー に 負 け
ず、新地町の未来の
ために復興のお手伝
いをしていきたいと
思います！

復興支援員　佐々木めぐみ

　12 月 10 日、JR 新地駅の再開を祝い本校生は、「駅カフェ」と「キャンドルライトイルミネーショ
ン」を新地駅で行いました。
　駅カフェでは、無料でワッフルや飲み物を配布し、盛況に終わりました。生徒たちが放課後に
試行錯誤を重ねたワッフルは、外側がサクサク、中はふわっとした食感で、配布した人々からは「と
てもおいしいね。」と言葉をもらっていました。駅カフェを行った生徒の島美咲さんは「地域の人
と繋がるきっかけになり、間近で笑顔が見れて良かった。」という感想を述べていました。
　キャンドルライトイルミネーションでは、本校生徒が駅周辺にイルミネーション用の電灯と手
作りのキャンドルを設置し、17 時頃に電灯の点灯に合わせ、キャンドルに火を灯しました。キャ
ンドルの炎は幻想的で、優しい雰囲気が
夜の新地駅に漂っていました。キャンド
ルイルミネーション担当の生徒は「キャ
ンドルの灯りに希望と未来が詰まってい
て新地町の将来を明るく照らしてくれる
ような温かな光でした。」と感想を述べ
ていました。
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まちの話題

ズムに合わせて３Ｂ体操
親子たいそうリ

　児童館のたんぽぽひろばでは 11 月 30 日、３Ｂ体
操講師石黒礼子先生による「親子たいそう」を行い
ました。テンポが速いリズミカルな音楽に合わせて
体を動かし、育児に忙しいお母さん方は体を動かす
機会がなかなかないのでとても楽しむことが出来た
ようです。

護予防について報告
介護予防大会介

　「みんなで取り組む 介護予防」をテーマに、いきいき介護予
防大会は 11 月 30 日、農村環境改善センターで開催しました。
　立命館大学の早川岳人教授と理学療法士の渡部浩之先生をお
招きした講演会や町内で「いきいき百歳体操」に取り組んでい
る自主グループ代表の皆さんから活動報告がありました。
　活動報告では、「毎週みんな集まって体操するのが楽しみ。」「体
操の後でお茶飲みや、来年のいきいき大運動会の練習をしてい
ます。」などの報告がありました。

通安全を呼びかけ
交通事故防止県民総ぐるみ運動交

　年末年始の地域安全運動・交通事故防止県民総ぐ
るみ運動出動式が 12 月９日、農村環境改善センター
で行われ関係者ら約１００名が参加しました。
　式では、相馬地区防犯指導隊中津川義光隊長が出
動報告を述べた後、参加者は車両パレード等啓発活
動を行いました。また、コンビニエンスストアや郵
便局で啓発資料を配付し、防犯強化・交通安全を呼
びかけました。
　出動式に先立ち、町交通安全表彰式が行われまし
た。受賞者は次のとおりです。
町長・町交通対策協議会長連盟表彰
　◇交通安全功労者
　　三国　清一さん
　◇交通安全功労団体
　　有限会社 猪狩組・駒ケ嶺小学校

からの恵みを地域住民へ振る舞う
「田んぼの学校」収穫祭田

　駒ケ嶺小学校の「田んぼの学校」収穫祭が 12 月
２日、これまで講師を務めた地域住民や相双建設事
務所職員などお世話になった方々を招いて行われま
した。
　児童はお餅やおにぎり、クッキーを作って振る舞
うとともに、田んぼからの恵みを味わいました。
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SHINCHI TOWN NEWS

の教育振興へ寄付
株式会社ＡＤＥＫＡ町

　株式会社ＡＤＥＫＡ相馬工場と株式会社ＡＤＥＫ
Ａ労働組合相馬分会から 12 月９日、町へ寄付をい
ただきました。
　吉永雄一郎工場長、田母神誠相馬分会長が町役場
を訪れ、寄付金を加藤町長に手渡しました。
　寄付金は教育振興に充てられます。

ちづくりについて懇談
復興まちづくり懇談会ま

　平成 28 年度復興まちづくり懇談会が 12 月 16 日、
農村環境改善センターで開かれました。
　町と町民のみなさんが、町政などについて意見を
交わすことを目的に毎年行っているものです。
　懇談会には約１００人が参加し、復興事業などの
説明の後、これからのまちづくりなどについて懇談
を行いました。

手の活躍に期待
スポーツ激励金交付式選

　町では、各種大会出場する個人・
団体に文化スポーツ激励金を交付
し、大会での健闘を祈りました。
12 月１日に行われたスポーツ激
励金の交付を受けた団体・個人は
次の通りです。

大会報告

　第 39 回福島県小学生バレーボール選手権大会で準優
勝した尚英ガッツＪＶＣが 12 月 15 日、大会報告に町
役場を訪れました。

◯新地サッカースポーツ少年団
　【第９回全農杯チビリンピック】
◯尚英ガッツＪＶＣ
　【第 39 回福島県小学生バレーボール選手権大会】
◯佐藤準也選手・志賀大陸選手・菅野彪真選手（新地ファイターズ）
　八巻琉夢選手・前田陸選手（駒ケ嶺バッファローズ）
　【第 19 回諸羅山盃軟式少年国際棒球（野球）大会】
◯森謙志郎選手
　【第 30 回全国都道府県対抗中学バレーボール大会】



図書館へ行こう
＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝

Let's go to Library

黒柳徹子に「ごめんね」事件、坂

本九との大げんか、テレビを作っ

てきた責任…。さだまさしが聞き

手となり、永六輔の「好奇心」「行

動力」「人脈」「仕事」の秘密に迫っ

た対談集。

クマーは透明なかいじゅうです。
悪いかいじゅうからヨーレの街を
守っていましたが、ある日大切な
角が折れてしまい…。「クマー」
をめぐる、やさしく悲しい物語。
宮部みゆき「悲嘆の門」幻の作中
作を絵本化。

女子率 100% のフラダンス愛好会
“ アーヌエヌエ・オハナ ” に集め
られた 4 人の男子高校生。その
目的は男女混合によるフラガール
ズ甲子園出場だった ! 震災から 5
年後の福島を舞台に描くとびきり
の笑顔と涙の青春ストーリー。

日本全国で本当にあった、泣ける
高校野球ストーリー。専用グラウ
ンドをなくし、後輩も入らないま
ま試行錯誤する。いなくなったお
母さんに会うために野球を続ける
…。野球雑誌の記者が取材で集め
た 18 の実話を収録する。
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◎児童書

『ヨーレのクマー』　　　　　　　　宮部　みゆき

『フラダン』　　　　　　　　　　　　古内　一絵

『小学校の生活』　　　　　　　　　はまの ゆか
『ふくはなにからできてるの ?』　　　　佐藤 哲也
『大坂城 / 絵で見る日本の城づくり』　　青山 邦彦
『オレさすらいの転校生』　　　　　吉野 万理子
『円周率の謎を追う /

　　　江戸の天才数学者・関孝和の挑戦』
『世界の選挙をのぞいてみよう』　
『ざんねんないきもの事典』
『保健室の恋バナ + α』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●ＣＤ

『ケツノポリス１０』　　　　　　 　　ケツメイシ
『Ａｒｅ Ｙｏｕ Ｈａｐｐｙ ？』　  　　　　　　嵐
『宇宙図書館』　　　　　　　　　　　松任谷 由実
『超 あいことば』　　　　　　　　　　　　　山猿
『THE BLUE HEARTS 30th ANNIVERSARY ALL TIME 

MEMORIALS ～ SUPER SELECTED SONGS』（Disc
Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ）THE BLUE HEARTS

『スポーツテーマ集 オリンピック・マーチ』

◎一般書

『ここで負けてしまってごめんな／
甲子園だけが高校野球ではない』　   　岩崎　夏海

『笑って、泣いて、考えて。／永六輔の尽きない話』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永六輔

『水槽の中の女』　　　　　　　　　　　　勝目 梓
『人生の流儀』　　　　　　　　　
『東北の怖い話』          　　　　
『翻訳できない世界のことば』
『心を震わせるドラマチック写真術』
『いっさいはん』
『一〇〇年前の世界一周』
『定年一年生の教科書 定年後も働く !

　　　　　　　　　　　勝ち組アルバイト』　　
『農の福祉力で地域が輝く』

図書館カレンダー（１月）
日 月 火 水 木 金 土

５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 2/1 ２ ３ ４

■は休館日

スマートフォン用
ＱＲコード

１月の読み聞かせ会
日時　１/21 ㈯　11 時～

　図書館ボランティア「スイミー」のみなさん
による絵本の読み聞かせなどを行います。

いけばな展
日時　１/28 ㈯～ 29 ㈰

　生涯学習フェスティバル中で、新地町華道教
授会や生け花教室受講生の作品を展示します。

《展示コーナー》
　季節の行事展『成人の日』
１月５日㈭～２９日㈰
人生・生き方など、二十歳を迎えた方や大人に読んで欲し
い本を集めました。
　『年間ベストセラー』
　１月７日㈯～２月５日㈰
  2016 年に人気のあった本を展示・貸出します。
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保育所から
こんにちは
新地保育所

１月

　

寒
さ
が
一
段
と
身
に
染
み
る

季
節
で
す
。
白
い
息
を
吐
き
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
は
所
庭
で
お

正
月
な
ら
で
は
の
凧
あ
げ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。「
も
っ
と
高

く
飛
ん
で
い
け
ー
！
」「
今
日

も
凧
あ
げ
し
た
い
！
」
と
大
は

し
ゃ
ぎ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は

外
遊
び
が
大
好
き
で
、
か
け
足

の
曲
に
合
わ
せ
所
庭
で
ミ
ニ
マ

ラ
ソ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
所
で
は
暖
か
い
日
を
逃
さ
ず

散
歩
に
出
か
け
冬
の
自
然
を
感

じ
な
が
ら
歩
行
力
を
高
め
て
い

ま
す
。
友
だ
ち
と
一
緒
に
歩
く

楽
し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
体
を

温
め
て
健
康
な
体
作
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

新
地
保
育
所

　

20
日　

育
児
相
談

駒
ケ
嶺
保
育
所

　
20
日
　
育
児
相
談

福
田
保
育
所

　

17
日　

た
こ
あ
げ
会

　

20
日　

育
児
相
談

各
保
育
所

　

18
日　

新
入
所
児

　
　
　
　

健
康
診
断

寒
さ
に
負
け
な
い
体
を　

　
　
　
　

つ
く
ろ
う
！

母と子の健康
健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳交付
妊娠とわかったら、なる
べく早く母子手帳の交付
を受けましょう

１月 20  日㈮
 ２月   ３日㈮

９：00 ～ 10：00

３か月児健診
28 年８月 19 日～　

　　10 月 18 日生
１月 18 日㈬

12：30 ～ 12：45

10 か 月 児・
１歳児健診

28 年４・５月生
27 年 12 月・28 年１月生

２月６日㈪
13：00 ～ 13：15

１歳６か月児
健診 27 年５月～７月生

２月 13 日㈪
13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）
※乳幼児健診の際には、『母子手帳』『バスタオル』『問診票』
を持参してください。当日体調が悪い場合や、都合の悪い
方は、保健センターにご連絡ください。

手
洗
い
・
う
が
い
で

　
　
　
　
　

予
防
し
よ
う
！

　

こ
れ
か
ら
は
、
胃
腸
炎
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

が
流
行
る
時
期
で
す
。

　

保
育
所
で
は
、
て
い
ね
い
な

手
洗
い
、
う
が
い
の
習
慣
が
身

に
付
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

爪
の
先
や
指
の
間
ま
で
汚
れ
や

ば
い
菌
を
落
と
す
た
め
に
水
を

止
め
て
、
て
い
ね
い
に
手
洗
い

し
て
い
ま
す
。
水
道
の
と
こ
ろ

に
は
、
手
洗
い
の
仕
方
に
つ
い

て
の
張
り
紙
が
あ
り
意
識
し
な

が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
手
洗
い
の
後
は
、
共

有
を
避
け
る
た
め
に
自
分
の
タ

オ
ル
で
拭
き
消
毒
を
し
て
仕
上

げ
を
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時

か
ら
年
齢
に
合
わ
せ
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
３
歳
の
頃
に
は
習

慣
に
な
っ
て
い
き
ス
ム
ー
ズ
に

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

たんぽぽひろば
期日 内容 場所

１月 25 日㈬
２月  １日㈬

楽しいペープサート
鬼のお面作りと「豆まき」

児童館
児童館

◎問い合わせ　児童館（☎�４４３２）

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
ろ
う
！

　

風
邪
の
症
状
が
見
ら
れ
た
場

合
は
、
早
め
に
受
診
し
医
師
の

指
示
通
り
休
養
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。セ
キ
や
鼻
水
、く
し
ゃ

み
に
よ
る
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。
自
分
の
健
康
だ
け
で
な
く

周
り
へ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
忘
れ

ず
に
。

　

今
年
も
元
気
で
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
体
調
に
は
気
を
付

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
保
育

所
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
を

た
く
さ
ん
皆
さ
ん
に
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

お
家
で
の
出
来
事
を
嬉
し
そ
う
に

　
　
　
　

話
す
５
歳
児
Ｓ
く
ん

Ｓ
く
ん
「
僕
、

　
　
　
　

リ
ー
ゼ
ン
ト
の
た
め
に

　
　
　
　

弾
け
る
よ
う
に

　
　
　
　

な
っ
た
よ
！
」

保
育
士
「
リ
ー
ゼ
ン
ト
？

　
　
　
　

あ
～
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
の

　
　
　
　

こ
と
だ
ね
！
」

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

〇
外
出
後
は
手
洗
い
、

　

う
が
い
を
て
い
ね
い
に
す
る
。

〇
早
寝
早
起
き
を
す
る
。

〇
３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る
。

〇
外
で
元
気
に
遊
ぶ
。

〇
汗
を
か
い
た
ら
着
替
え
を
す
る
。

〇
適
度
に
換
気
を
す
る
。
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暮らしの情報

i nformation

　

平
成
29
年
度

　

児
童
ク
ラ
ブ

　

利
用
児
童
の
登
録

　

申
込
受
付

　

福
田
・
新
地
・
駒
ケ
嶺
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
29
年

度
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
新

規
・
継
続
登
録
の
申
し
込
み
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
児
童

町
内
の
小
学
校
１
～
６
年
生

（
平
成
29
年
度
）

登
録
要
件

・
留
守
家
庭
で
保
護
者
等
が
就

労
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
（
就
労
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
）

・
祖
父
母
が
昼
間
家
庭
に
い
る

が
、
介
護
認
定
（
１
～
５
）
お

よ
び
障
が
い
の
認
定
を
受
け
、

そ
の
配
偶
者
が
介
護
・
障
が
い

認
定
者
の
日
常
介
護
に
従
事
し

て
い
る
場
合
（
介
護
保
険
被
保

険
者
証
お
よ
び
障
が
い
者
手
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）

※
同
じ
条
件
の
申
込
が
多
数
の

場
合
は
、
自
宅
ま
で
の
距
離
を

判
定
材
料
と
し
ま
す
。

費
用

お
や
つ
代　

月
２
，
０
０
０
円

保
険
料　
　

年
２
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

役
場
町
民
課
、
福

田
児
童
ク
ラ
ブ
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
）、
新
地
児
童
ク
ラ

ブ
（
児
童
館
内
）、
駒
ケ
嶺
児

童
ク
ラ
ブ
（
駒
ケ
嶺
小
学
校
特

別
教
室
棟
内
）
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１
月
27
日
㈮
（
厳
守
）

そ
の
他

審
査
で
は
、
住
民
票
登
録
上
の

世
帯
分
離
や
同
一
敷
地
内
の
別

棟
居
住
の
場
合
は
、
同
一
世
帯

町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査
を行いました。12 月 20 日の測定結果は次の
とおりです。

（μ Sv/h）　　

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.05
２ 福田保育所 土 0.03
３ 木崎公会堂 土 0.12
４ 新地北工業団地 砂利 0.12
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.15
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.09
７ 狼沢集会所 土 0.14
８ 新地小学校 土 0.05
９ 尚英中学校 土 0.06
10 新地保育所 土 0.06
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.16
12 今泉農集排処理場 砂利 0.07
13 総合公園こどもの森 芝 0.08
14 新地浄化センター 芝 0.12
15 岡公会堂 舗装 0.08
16 杉目集会所 舗装 0.07
17 大戸緑地広場 舗装 0.08
18 新地町役場 舗装 0.07
19 菅谷公会堂 土 0.14
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.05
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.04
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.11
23 藤崎公会堂 砂利 0.09
24 富倉公会堂 舗装 0.08

※測定は月１回、地上１ｍ
　（３保育所は 50㎝の高さ）

と
判
定
し
ま
す
。

就
労
証
明
書
に
つ
い
て
は
同
一

世
帯
分
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
�
２
１
１
６
）

　

介
護
職
員
初
任
者

　

研
修
講
座

　

町
で
は
、
介
護
事
業
所
の
ス

タ
ッ
フ
不
足
を
解
消
し
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
介
護
職
員
の
資
格
を
取
得

で
き
る
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
相

当
）
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
対
象
者

①
当
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
等
に
勤
務
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
方

②
18
歳
～
60
歳
ま
で
の
方

募
集
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

募
集
期
限　

１
月
13
日
㈮
ま
で

日
時　

平
成
29
年
１
月
16
日
㈪

よ
り
開
始
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ご
み
の
里
福
田
（
福
島
県
相

馬
郡
新
地
町
大
字
福
田
字
清
水

１
７
５
番
地
）

受
講
料　

受
講
料
及
び
テ
キ
ス

ト
代
は
無
料
。
た
だ
し
、
交
通

費
、昼
食
代
に
か
か
る
費
用
は
、

受
講
者
の
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。

申
し
込
み　

①
名
前
②
住
所
③

年
齢
④
電
話
番
号
を
電
話
で
お

伝
え
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

健
康
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
と

上
履
き
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
（
☎
�
２
９
３
１
）

　
　
　
　
　

 （
℻
�
４
０
４
３
）
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平
成
29
年
度
町
内
３
保
育
所

　

新
規
入
所
児
の

　

入
所
説
明
会
・
健
康
診
断

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
新
た
に

保
育
所
に
入
所
す
る
方
の
入
所

説
明
会
と
、
健
康
診
断
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時　

１
月
18
日
㈬

　
　
　

13
時
～（
12
時
45
分
受
付
）

場
所　

新
地
保
育
所

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
�
２
１
１
６
）

　

税
理
士
に
よ
る

　

無
料
税
務
相
談
会

　

原
発
事
故
被
災
者
及
び
平
成

28
年
中
に
住
宅
を
取
得
（
増
改

築
を
含
む
）
し
、
確
定
申
告
で

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
予
定
の
方
の
た
め
の
「
無

料
税
務
相
談
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯

時
間　

10
時
～
16
時

　
　
　

最
終
受
付
15
時

場
所　

南
相
馬
市
中
央
図
書
館

県内住宅火災多発中

　本格的な冬を迎え、暖房器具の使用機会
が増えることから、住宅火災の発生が危惧
されます。火災を未然に防ぎ、大切な命を
守るため３つの習慣と４つの対策を徹底し
ましょう。

・３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた
位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、
必ず火を消す。

・４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報
器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防
ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用
消化器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るため
に、隣近所の協力体制をつくる。
◎問い合わせ　相馬消防署新地分署（☎�２１１７）

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
『
法
律
無
料
相
談
所
』
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

生
計
、
相
続
、
借
金
、
震
災

関
連
等
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
、
専
門
弁
護
士
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
を
希
望
す
る
方
は
１
月

18
日
㈬
ま
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

１
月
20
日
㈮
13
時
～
15
時

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー
内

担
当
弁
護
士

原
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　

樋
口
雄
一
弁
護
士

※
担
当
弁
護
士
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
（
☎
�
４
２
１
３
）

中
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ

東
北
税
理
士
会

（
☎
０
２
４
―
５
３
４
―
３
９
０
７
）

　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

わ
く
わ
く
！
ド
キ
ド
キ
！

　
　
　
　
　
　
　
　

工
作
教
室

開
催
日
時　

１
月
22
日
㈰

　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

※
大
雪
な
ど
で
臨
時
休
館
に
な

る
場
合
は
、
予
告
な
く
29
日
㈰

に
延
期
に
な
り
ま
す
。

開
催
場
所

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

お
湯
に
つ
け
る
と
柔
ら

か
く
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粘

土
「
お
ゆ
ま
る
く
ん
」
を
使
用

し
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま

す
。

定
員　

各
回
先
着
30
名（
計
60
名
）

参
加
対
象

５
歳
～
小
学
生
ま
で
の
お
子
様

※
保
護
者
の
方
は
お
子
様
に
お

　

公
開
講
座

　

相
続
登
記
の
必
要
性

　

不
動
産
の
相
続
登
記
が
さ
れ

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と

で
、
所
有
者
不
明
の
土
地
や
建

物
が
増
加
し
、
災
害
復
興
や
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
公
共
事
業

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
の

必
要
性
・
重
要
性
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
公
開
講

座
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

１
月
25
日
㈬

　
　
　

13
時
～
15
時

場
所　

福
島
地
方
法
務
局
相
馬

支
局　

２
階
会
議
室

定
員　

25
名
（
先
着
順
）

※
申
込
に
は
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
相
馬
支
局

　
　
　
　
　
（
☎
㊱
３
４
１
３
）

付
き
添
い
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

無
料

募
集
方
法　

当
日
受
付

※
各
回
30
分
前
に
受
付
を
開
始

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と

し
ま
す
。

※
１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
３

名
ま
で
の
受
付
に
な
り
ま
す
。

※
受
付
時
に
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
厳
正
か
つ
適
正
に
管
理

し
、
本
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社

新
地
発
電
所　

わ
く
わ
く
ラ
ン

ド
（
☎
�
４
７
２
２
）
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国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役

世代みんなで支えようという考え方で作られた仕組みです。

具体的には、若いときに公的年金に加入し、保険料を納め続け

ることで、年をとったときや、病気やケガで障害が残ったとき、

家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができ

る制度です。

将来の大きな支えになります
国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。

国が責任をもって運営するため、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。

障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡し

た場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付

が猶予される制度です。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、

専修学校および各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する

方です。

「若年者納付猶予制度」
学生でない 50 歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

新成人のみなさんへ

20 歳になったら国民年金

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

◎問い合わせ　相馬年金事務所国民年金課（☎㊱５１７２）

　　　　　　　健康福祉課（☎�２９３１）
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ご冥福をお祈りします
（平成 28年 11月 21日～平成 28年 12月 20日）

　　（名前）　　　（年齢）　　（地区）
宍戸　　　浩　　92 歳　　新地町
本田　　好信　　94 歳　　大山田
八巻　サタ子　　92 歳　　菅　谷
齋藤　　鐵山　　81 歳　　菅　谷
杉目　恵美子　　63 歳　　杉　目
加藤　　晃文　　71 歳　　杉　目
荒川　　キヨ　　90 歳　　小　川
佐藤　きよみ　　95 歳　　小　川
竹澤　セツ子　　87 歳　　高　田
遠藤　　新平　　89 歳　　鉄炮町
矢野　たまよ　　68 歳　　新　町
鈴木　　龍男　　90 歳　　下真弓
横山　　シウ　　86 歳　　小　川

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人口　/　8,052 人       （ － ８）

　男　/　3,994 人       （ － ２）

　女　/　4,058 人       （ － ６）

世帯数 /　2,792 世帯（ ＋ ３）

12 月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

誕生おめでとう
（平成 28 年 11 月 21 日～平成 28 年 12 月 20 日）

   （子ども）　　　　（親）　　　　  （地　区）

   麻
ま り

里　鎌田　博邦・章子　　深　町

   衣
い お り

織　加藤　裕也・ちえみ　杉　目

   果
か れ ん

蓮　
   陽

ひ ま り

真莉　
   彩

さ ら

蘭　佐藤　尚也・千穂　　城　内

   毅
た け る

琉　大塚　知也・友香　　小　川 
掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

町県民税　　　　　　　４期
国民健康保険税　　　　７期
介護保険料　　　　　　６期
後期高齢者医療保険料　６期

１月 31 日㈫までに納付、または引落
口座残高の確認をお願いします。

◎問い合わせ   　税務課（☎�２１１９）

健康福祉課（☎�２９３１）

今月の

納付

町内空家状況を調査します

　防犯、景観、環境衛生等で住環境を悪化さ
せる特定空家の実態や、利活用可能な空家を
把握することを目的に１月から２月にかけて、
空家と思われる家屋の現地調査を行います。
　期間中は、町から委託を受けた業者が空家
調査のために町内を巡回します。調査は、道
路上など一般に立ち入れる場所からの写真撮
影及び目視調査となります。原則、私有地に
立ち入ることはありません。また、調査員は
町より交付された調査員証を首から下げて調
査にあたります。調査へ
のご協力をお願いします。

調査期間　1 月～ 2 月頃（９時～ 16 時）
対象地域　新地町全域
調査業者　日本都市技術株式会社

◎問い合わせ　都市計画課（☎�２１１３）

農地パトロール実施のお知らせ

　町農業委員会では、年 1 月より農地法に基づ
く農地パトロールを実施します。
　農地パトロールでは、農業委員が農地に立ち
入りすることありますので、皆様のご協力お願
いします。
◎問い合わせ
新地町農業委員会事務局（☎�２１９５）

相馬都市計画
用途地域及び地区計画の変更についての

説明会を開催します

　町では相馬都市計画区域臨港地区内（新地町）
の用途地域の区分変更及び、新地駅周辺地区の
地区計画の変更について次のとおり説明会を開
催します。
日時　１月 19 日㈭ 19 時～
会場　新地町役場　正庁
◎問い合わせ
都市計画課（☎�２１１３）

野田　茂樹・由香理　小　川



広
報
し
ん
ち

2017
年
１
月
５
日

発行と編集　新地町役場企画振興課　☎ 0244-62-2112　℻ 0244-62-3194　Ｅメール koho@shinchi-town.jp
〒 979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30 番地

No.547

しんちまち生涯学習
フェスティバル

２０１７
１/28 �  ９時～ 16 時・１/29 ㊐  ９時～ 15 時

　生涯学習フェスティバルは、町で実施している各種教室のほか、公民館・
勤労青少年ホームを利用しているクラブ・団体、地域で活動している自主
サークルなど、多くの団体が参加するイベントです。
　みなさんが参加できる体験コーナーや手作り作品の販売もありますので、
お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

農村環境改善センター・保健センター・図書館

主　催　新地町生涯学習推進本部（事務局　新地公民館　☎�２０８５）

【スケジュール】
１月 28 日㈯
　・学習発表

　　かんちゃん・どしんミニライブ（特別出演）

　・各種教室・サークル等の作品展示（～ 29 日）

　・各種教室・生涯学習講座写真展（～ 29 日）

　・手作り作品販売（～ 29 日）

１月 29 日㈰
　・体験コーナー

　・復興支援カフェ「かりんとう」

　・各種教室・クラブ等の作品・写真展示

　・お菓子配布


